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     第３回 境港市議会（定例会）会議録（第１号）       

 

 議 事 日 程 

平成 14 年９月９日（月曜日）午前 10 時開会 

第１ 会議録署名議員の指名 
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第３ 市政概要報告 
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   議案第 55 号 教育委員会委員の任命について 
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   議案第 61 号 平成 14 年度境港市一般会計補正予算（第２号） 

   議案第 62 号 平成 14 年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第２号） 

   議案第 63 号 平成 14 年度境港市深田川土地区画整理費特別会計補正予算（第１号） 

   議案第 64 号 平成 14 年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第１号） 

   議案第 65 号 海とくらしの史料館条例の一部を改正する条例制定について 

   議案第 66 号 境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

   議案第 67 号 境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

   議案第 68 号 市道の路線の廃止について 

   議案第 69 号 市道の路線の認定について 

 

 本日の会議に付した事件 

日程と同じ 

 

 出席議員 （18 名） 

    １番  下 西 淳 史 君      ２番  石 長 靖 哉 君 

    ３番  永 田 辰 巳 君      ５番  定 岡 敏 行 君 
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    12 番  竹 内 祐 治 君      13 番  南 條 可代子 君 

    14 番  植 田 武 人 君      15 番  黒 目 友 則 君 

    16 番  岩 間 悦 子 君      17 番  米 村 一 三 君 

    18 番  岡 空 研 二 君      19 番  森 岡 俊 夫 君 

 

 欠席議員  

    な し 

 

 説明のため出席した者の職氏名 

市    長  黒 見 哲 夫 君     助    役  竹 本 智 海 君 

収入役     北 山   茂 君     教育長     池 淵 一 郎 君 

総務部長    中 村 勝 治 君     市民生活部長  早 川 健 一 君 

産業環境部長  松 本 健 治 君     建設部長    狩 野   宏 君 

総務部次長   安 倍 和 海 君     総務部次長   武 良 英 之 君 

市民生活部次長 景 山   憲 君     産業環境部次長 足 立 一 男 君 

建設部次長   田 原 万 実 君     ・教育事次・  門 永 幸 雄 君 

総務課長    門 脇 俊 史 君     財政課長    足 立 明 彦 君 

地域振興課長  下 坂 鉄 雄 君     秘書課長    洋 谷 英 之 君 

教育総務課長  宮 辺   博 君 

 

 事務局出席職員職氏名 

局    長  武 良 幹 夫 君     議事係長    戸 塚 扶美子 君 

調査庶務係長  阿 部 英 治 君     調査庶務係主任 手 島 由美子 君 

 

 開  会（１０時００分） 

議長（下西淳史君）おはようございます。 

 これより平成１４年第３回境港市議会定例会を開会いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（下西淳史君）日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

 署名議員に、渡辺明彦議員、岡空研二議員を指名いたします。 

 

 日程第２ 会期の決定 

議長（下西淳史君）日程第２、会期の決定を行います。 

 本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１２日間といたしたいと思います。これ
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に御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、会期は、９月９日から９月２０日ま

での１２日間と決しました。 

 

 日程第３ 市政概要報告 

議長（下西淳史君）日程第３、市政概要報告を求めます。 

 黒見市長。 

市長（黒見哲夫君）平成１４年９月定例市議会に当たり、市政の概要について申し上げま

す。 

 まず、市町村合併問題の取り組みについて申し上げます。４月に続いて７月に２回目の

住民説明会を各地区公民館で開催したほか、自治会や各種団体に対しても説明会を行って

いるところであります。また、住民の市町村合併に関する意向を把握するため、８月に２

０歳以上の住民３，０００人を対象にアンケートを実施し、約５１％に当たる１，５２９

人から回答をいただきました。その主な結果は９月５日号の市報でお知らせしたところで

すが、合併は必要ない、どちらかといえば必要ないと回答された方が、合わせて４４．３％、

必要である、どちらかといえば必要であると回答された方が、合わせて３２．７％、わか

らない、無回答が２３％でありました。合併協議会の設置については、設置した方がよい

と回答された方が６４．３％、設置しなくてよいと回答された方が１６．５％、わからな

い、無回答が１９．２％という結果となっております。 

 市町村合併に関する動きといたしましては、８月２０日に境港青年会議所などが加入す

る鳥取県西部地区青年経済団体連絡協議会から早期に合併協議会の設置を求める要望書が

提出されたほか、８月２２日には西部１４市町村長が初めて一堂に会し、各市町村の現状

について意見交換を行い、９月議会終了後に改めて意見交換をすることで意見が一致した

ところであります。 

 市といたしましては、引き続き周辺市町村の動向やアンケート結果を分析し、市議会と

も相談しながら、市町村合併の問題に取り組んでまいる所存であります。 

 水木妖怪文化館について申し上げます。水木妖怪文化館の建築・展示工事は年内に完成

する予定となっておりますが、この管理・運営については境港市文化福祉財団に委託する

考えであります。また、誘客を図る上で最も重要な企画・展示については、水木プロダク

ションの御協力をいただくことで基本的に合意いたしました。オープンについては、来年

３月８日を目指し、運営体制、広報等の諸準備を進めておるところでございます。 

 国民文化祭開催について申し上げます。国民文化祭につきましては、「ふるさと ふれあ

い 夢づくり」をテーマに、本年１０月１２日から１１月４日までの２４日間、鳥取県内

の３４市町村において、音楽、演劇、伝統芸能、文芸、美術など、さまざまな分野の事業

が繰り広げられます。 
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 境港市では、地域特性を生かした３つの事業を開催することとしており、市民参加のも

と準備を進めております。 

 妖怪フェスティバルは、１０月１２日からの妖怪オブジェコンクール作品展示に始まり、

１１月３日までの期間、世界妖怪会議、妖怪カーニバル、民俗音楽祭、精霊の部屋、市民

作品展など、盛りだくさんのイベントを用意しております。 

 また、鳥取県で生まれた氷温技術やキチン・キトサン応用技術などを体感・体験してい

ただく未来産業フェスティバルは、夢みなとタワーを会場に、１０月２７日から１１月３

日までの期間、展示や映像での紹介、セミナー、手づくり教室など、趣向を凝らした内容

となっております。 

 環日本海「第九」フェスティバルは、１１月３日、境港市民会館を会場に、地元の小・

中学生約１００人による「ふるさとの四季」の大合唱で幕をあけ、ベートーベン作曲の交

響曲第９番を、中国、韓国、ロシア、モンゴルの環日本海諸国や、秋田県、山形県、島根

県などの日本海沿岸都市と地元からの参加者で構成される、合唱団約２００人とオーケス

トラ約１００人によって、国際色あふれる演奏会を開催いたすこととしております。 

 国民文化祭の開催に当たり、鳥取県及び境港市の魅力を国内外に発信するとともに、人々

のふれあいを通じて新しい文化が創造されることを願っております。 

 住民基本台帳ネットワークシステムの稼働について申し上げます。住民基本台帳法の一

部を改正する法律が本年８月５日に施行となり、県内の市町村すべてで住民基本台帳ネッ

トワークシステムが稼働の運びとなったところであります。 

 住民基本台帳ネットワークシステムは、２１世紀における行政情報化の社会的基盤の確

立を目指したもので、このスタートによって全国共通の本人確認を可能にし、将来の電子

政府・電子自治体の実現に一歩近づいたと考えております。 

 一方、セキュリティーの確保やプライバシーの保護につきましては、境港市住民基本台

帳ネットワークシステム管理要綱や境港市住民基本台帳ネットワークシステム緊急時対応

計画を策定いたしたところであり、これをもとに最善を尽くしてまいりたいと考えており

ます。 

 地域ＩＴ基盤整備について申し上げます。地域ＩＴ基盤整備事業といたしまして、市役

所庁内におけるコンピューターネットワークの構築と境港市の公式ホームページの開設を

進めておるところですが、９月中には作業が完了し、１０月には稼働開始の予定でありま

す。 

 これによりまして、行政内部における情報の共有化、情報伝達の迅速化が可能となり、

業務処理の効率化が図られますとともに、全国自治体を結ぶ総合行政ネットワークへの対

応や電子自治体実現のための基盤が整ったと考えております。また、公式ホームページの

開設によりまして、観光情報の提供のみならず、市民の皆様にとって身近な情報を日々提

供することが可能となります。 

 水産業の振興について申し上げます。境漁港における平成１４年１月から７月までの水
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揚げ量は３万９，０００トン余と、前年同期の約８０％にとどまり、回復の兆しが見えな

い深刻な状況であります。こうした状況の中、市では去る８月１９日に鳥取県農林水産部

長を初め担当職員を招き、水産関係者との意見交換会を開催いたしたところであります。

今後は、この意見交換会での意見を可能な限り水産振興ビジョンに反映させ、鳥取県とと

もに水産業の振興を図ってまいる所存であります。 

 農業用水の確保について申し上げます。中海・宍道湖淡水化事業中止に伴う代替水源確

保については、鳥取県は米川の水を有効活用し、弓浜半島地域の水不足を解消するととも

に、弓浜、彦名両干拓地にも配水する方向で、米子市、境港市、米川土地改良区、境港市

中海干拓地営農組合などと協議を重ねているところであります。 

 弓浜半島の慢性的な水不足の解消、弓浜干拓地の農業用水の確保は、本市農業にとって

最も重要な課題であることから、国、県に強く働きかけてまいる所存であります。 

 次に、食品リサイクル施設について申し上げます。境港市及び周辺域には水産食品加工

業を初めとする多くの食品関連事業所があり、食品残渣の処理等の課題解決に苦慮いたし

ておりますが、このたび民間企業により食品残渣のリサイクル施設整備が国庫補助事業と

して採択されることとなりました。 

 この施設が導入されることにより、本市及び周辺域から排出される食品残渣がリサイク

ルされることになり、焼却施設の負荷の軽減、焼却灰の減少が図られることから、本市と

しても事業が円滑に推進できるよう協力してまいる所存であります。 

 以上、市政の概要について御報告申し上げましたが、議員並びに市民各位の格段の御理

解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

議長（下西淳史君）ただいまの市政概要報告に対する質問は、一般質問の際にお願いいた

します。 

 

 日程第４ 報告第１４号～議案第６９号 

議長（下西淳史君）日程第４、報告第１４号、議会の委任による専決処分の報告について

から、議案第６９号、市道の路線の認定についてまでを一括議題といたします。 

 ただいま一括上程いたしました報告並びに議案について、市長の提案理由の説明を求め

ます。 

 黒見市長。 

市長（黒見哲夫君）報告第１４号の報告並びに議案第５４号から議案第６９号までの提案

理由につきまして、一括して申し上げます。 

 報告第１４号は、公用車による交通事故の損害賠償額を定めたものでございます。法の

定めるところにより専決処分いたしましたので御報告いたすものでございます。何とぞ御

了承賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第５４号は、本年７月３日に地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴

い、本市条例につきましても所要の改正を行う必要が生じましたので、法の定めるところ
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により専決処分いたしたものでございます。 

 主な改正点は、法人税における連結納税制度の創設に伴う法人市民税の規定の所要の改

正でございます。何とぞよろしく御審議の上、御承認を賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第５５号は、教育委員会委員の板倉周二氏が１０月６日をもって任期満了となりま

すので、新たに伊藤暁天氏を任命いたしたく、法の定めるところにより議会の同意を求め

るものでございます。 

 議案第５６号は、公平委員会委員の池淵美津子氏が１０月６日をもって任期満了となり

ますので、再び同氏を選任いたしたく、法の定めるところにより議会の同意を求めるもの

でございます。 

 議案第５７号及び議案第５８号は、職員懲戒審査委員会委員の任命にかかわるものでご

ざいます。 

 議案第５７号は、学識経験を有する者の中から任命しておりますところの井田重利氏が

１０月６日をもって任期満了となりますので、新たに佐々木宏之氏を任命いたしたく、ま

た議案第５８号は、市の吏員の中から任命しております清水寿夫君が１０月６日をもって

任期満了となりますので、再び同君を任命いたしたく、本市条例の定めるところにより議

会の同意を求めるものでございます。 

 議案第５９号及び議案第６０号は、人権擁護委員の推薦にかかわるものでございます。 

 議案第５９号は、人権擁護委員の豊島治氏が１２月３１日をもって任期満了となります

ので、再び同氏を推薦いたしたく、また議案第６０号は、人権擁護委員の岸本悦子氏が１

２月３１日をもって任期満了となりますので、再び同氏を推薦いたしたく、法の定めると

ころにより議会の意見を求めるものでございます。 

 議案第６１号は、平成１４年度一般会計補正予算でございます。 

 まず、歳出の主な内容について申し上げます。総務費におきましては、財政調整基金へ

の積立金１億１，１６８万円、防災行政無線更新事業費９，０３２万円余などをそれぞれ

増額。農林水産業費におきましては、食品リサイクルモデル整備事業費１億４，２２８万

円余、米川水利用調整事業費１５９万円余などをそれぞれ増額。商工費におきましては、

竹内団地緑化事業費１，５９０万円余、本町アーケード改修事業費７０５万円余などをそ

れぞれ増額。土木費におきましては、道路維持費１，０１０万円余、市道整備事業費１，

４６０万円をそれぞれ増額。教育費におきましては、第二中学校下水道接続事業費１７１

万円余などをそれぞれ増額。公債費におきましては、鳥取県市町村資金貸付金の繰り上げ

償還に伴い、長期借入金元金償還金１億円を増額いたしております。 

 歳入におきましては、国庫支出金６，６０２万円余、県支出金１億６，１３７万円余、

寄附金１，１６８万円、繰越金４，０６８万円余、諸収入２億円、市債１，６５０万円を

それぞれ増額いたしております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ４億９，６２６万７，０００円を増額し、予算総

額を１７１億３，０３４万４，０００円といたすものでございます。なお、鳥取県信用保
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証協会が保証して金融機関が融資する、境港市マイワシ漁獲減少対策資金、マイワシ漁獲

減少構造改善対策資金、水産加工流通業構造転換経営安定資金及び水産加工流通業構造転

換設備導入資金の損失補償について、それぞれ２年間を限度として、償還猶予及び償還期

限の延長のため債務負担行為の追加措置を行うものでございます。 

 議案第６２号は、平成１４年度国民健康保険費特別会計補正予算でございまして、平成

１３年度に概算払いを受けました療養給付費の精算に伴う返還金３，９４９万円を増額し、

予算総額を２７億３，６３０万円といたすものでございます。 

 議案第６３号は、平成１４年度深田川土地区画整理費特別会計補正予算でございまして、

換地設計委託料など２１６万円を増額し、予算総額を１億８，１６８万２，０００円とい

たすものでございます。 

 議案第６４号は、平成１４年度介護保険費特別会計補正予算でございまして、平成１３

年度に概算払いを受けました介護給付費の精算に伴う返還金２，４７７万４，０００円を

増額し、予算総額を１９億４，３９７万１，０００円といたすものでございます。 

 議案第６５号は、海とくらしの史料館の売店施設につき、企画展示の充実に資するため

所要の改正をいたすものでございます。 

 議案第６６号は、国民健康保険法の一部改正に伴い、国民健康保険の一部負担金の負担

割合を変更いたすものでございます。 

 議案第６７号は、国民健康保険税の所得割額の算定について、公的年金等特別控除等を

廃止し、長期譲渡所得控除等を適用することとするものでございます。 

 議案第６８号及び議案第６９号は、市道１路線の廃止及び３路線の認定をいたすもので

ございます。 

 以上、提案理由を申し上げましたが、何とぞよろしく御審議の上、御決定を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

議長（下西淳史君）お諮りいたします。ただいま一括上程いたしました案件中、議案第５

４号から議案第６０号については、即決といたしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５４号から議案第６０号につ

いては、即決といたします。 

 質疑に入ります。質疑がありましたら、どうぞ。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕              議

長（下西淳史君）質疑を終わります。 

 討論を省略し、採決いたします。 

 議案第５４号、専決処分の承認を求めることについて、原案のとおり承認することに御

異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５４号は、原案のとおり承認

することに決しました。 

 次に、議案第５５号、教育委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに御

異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５５号は、原案のとおり同意

することに決しました。 

 次に、議案第５６号、公平委員会委員の選任について、原案のとおり同意することに御

異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５６号は、原案のとおり同意

することに決しました。 

 次に、議案第５７号、職員懲戒審査委員会委員の任命について、原案のとおり同意する

ことに御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５７号は、原案のとおり同意

することに決しました。 

 次に、議案第５８号、職員懲戒審査委員会委員の任命について、原案のとおり同意する

ことに御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５８号は、原案のとおり同意

することに決しました。 

 次に、議案第５９号、人権擁護委員候補者の推薦について、原案のとおり決することに

御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第５９号は、原案のとおり決し

ました。 

 次に、議案第６０号、人権擁護委員候補者の推薦について、原案のとおり決することに

御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（下西淳史君）御異議なしと認めます。よって、議案第６０号は、原案のとおり決し

ました。 

 次に、ただいま可決いたしました議案を除く各議案に対する質疑は、別に日程を設けて

おりますので、その際にお願いいたします。 

 

 散  会（１０時２８分） 
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議長（下西淳史君）以上で本日の日程は議了いたしました。 

 １０日、１１日は休会とし、次の本会議は、９月１２日午前１０時に開きます。 

 本日はこれをもって散会といたします。御苦労さんでございました。 
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